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第５学年 算 数 科 学 習 指 導 案 

 

研究主題（市教研算数部主題） 

 

 

１ 単元名 「面積」 

 

２ 単元の目標 

  〇既習の面積公式をもとに、三角形や平行四辺形などの面積を求める公式を進んで見出そうとして

いる。（関心・意欲・態度） 

  〇既習の面積公式をもとに、三角形や平行四辺形などの面積を工夫して求めたり、公式をつくった

りすることができる。（数学的な考え方） 

  〇三角形や平行四辺形などの面積を求める公式を用いて、面積を求めることができる。（技能） 

  〇三角形や平行四辺形などの面積の求め方を理解する。（知識・理解） 

 

３ 単元について 

（１）学習内容 

   本単元は、学習指導要領内容Ｂ（１）「図形の面積を計算によって求めることができるようにす

る。」に基づいて設定されている。第４学年の面積の学習で、長方形、正方形の面積公式を導き出

し、Ｌ字型の面積で公式を活用している。第５学年では、既習の面積公式を活用して、直角三角形、

一般三角形、平行四辺形、台形、ひし形の面積公式をつくる学習を進めていくことになる。これら

の面積をただ単に求めるためだけに公式を覚えて、使えるようになることがねらいではない。図形

の一部を移動して、既習の図形に等積変形する考えや、既習の図形に分割する考えなどの数学的な

活動を取り入れていくことで、既習の面積公式に帰着させて新しい面積の公式に発展させていくこ

とが大切である。つまり、この単元では、三角形や平行四辺形などの図形の面積を求める過程を通

して、公式を自らつくり出し、豊かな図形感覚を養うと同時に、公式のつくり出し方を論理的に筋

道立てて説明することができる力を身につけさせることが重要である。 

   また、面積の単元は、新学習指導要領（Ｈ29）において、量と測定領域から、図形領域へ変更と

なった。第４学年で学習する、面積の基本となる「広さを１㎠や１㎡といった単位を基にして、そ

の単位の幾つ分かによって数値化して表す」という考え方は、測定領域に属するものである。しか

し、その後の面積の学習では、平面図形をいかに既習の面積を求められる図形と関連させて見てい

くかという、図形の見方・考え方によるアプローチが中心となっている。本単元でも同様に、三角

形、平行四辺形、ひし形、台形などの直線で囲まれた基本的な図形の面積について、既習の長方形

や正方形などの面積の求め方に帰着させ、計算によって求めたり、そこから新しい公式をつくり出

したりできるようにすることを主なねらいとしている。 

   ただ、公式を覚えて使えるようにするのではなく、公式をつくり出していく資質・能力の育成を

目指していくことが大切である。そのために、図形の見方・考え方を働かせ、三角形、平行四辺形、

ひし形、台形と、面積の計算による求め方を繰り返し考える中で、基本図形の面積の求め方を見い

だし、さらにその表現を振り返り、必要な長さに着目して簡潔かつ的確な表現に高めていくことが

重要である。 

数学的に考える資質・能力を育むための算数学習のあり方 
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   三角形や平行四辺形においては、底辺と高さの関係に着目し、底辺をどこに取っても面積は同じ

になることを、理解できるようにすることも大切である。また、底辺をどこに取るかによって高さ

が変わるということを理解できるようにする。図形の移動のさせ方を変えても面積は変わらないと

いう数学的な見方・考え方を働かせ、実際に底辺の取り方を変えて等積変形などの操作活動を行い、

面積を求めてみることで底辺をどこに取っても面積は等しくなることを、実感を伴って理解できる

ようにさせていく。 

   公式を使って面積を求める際には、必要となる長さのみを情報として与えるのではなく、多くの

辺の長さを与え、必要な辺の長さを選び出して面積を求める活動を行うことで、公式の理解を深め

るようにしていく。 

（２）既習との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 指導計画（12時間扱い） 

小

単

元 

時 主な学習内容 主な評価基準 

関

意

態 

考

え

方 

技

能 

知

識

理

解 

三

角

形

の

面

積 

１ 

〇長方形や正方形の面積

の求め方から、直角三角

形の面積の求め方を考

える。 

◆既習の内容を活用して、直角三角形の

求め方を進んで考えている。 

◆直角三角形の面積を求めることがで

きる。 

〇   

 

 

〇 

 

２ 

〇長方形や直角三角形の

面積の求め方から、一般

三角形の面積の求め方

を考える。 

◆一般三角形の面積の求め方を考え、説

明している。 

 〇   

４年 

５年 

６年 

10 面積 

●面積の概念と単位 ㎠，㎡，㎢，a，ha 

●長方形、正方形の面積の公式 

９ 面積 

●三角形、一般の四角形、台形、ひし形の求積 

●面積の求め方の工夫 

２ 体積 

●直方体や立方体の体積 

５ 円の面積 

●円の面積 
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３ 

〇三角形の面積を求める

公式について考え、公式を

まとめる。 

◆三角形の面積の求め方の公式を理解

している。 

◆三角形の面積を求めることができる。 

   

 

〇 

〇 

４ 

〇三角形の面積の求め方

をもとに、四角形の面積

を求める。 

◆既習の三角形の面積の求め方を生か

して、進んで面積を求めようとしてい

る。 

◆三角形に分割して四角形の面積を求

めることができる。 

〇   

 

 

〇 

 

平

行

四

辺

形

の

面

積 

５ 

本

時 

〇三角形の面積の求め方

や等積変形を使って、平

行四辺形の面積の求め

方を考える。 

◆平行四辺形の面積の求め方を考え、説

明している。 

 〇   

６ 

〇平行四辺形の面積の求

める公式について考え、

公式をまとめる。 

◆平行四辺形の面積の求め方の公式を

理解している。 

◆平行四辺形の面積を求めることがで

きる。 

   

 

〇 

〇 

い

ろ

い

ろ

な

三

角

形

・

四

角

形

の

面

積 

７ 

〇高さが外にある三角形

や平行四辺形にも面積

を求める公式が適用で

きることを理解する。 

◆高さが外にある三角形や平行四辺形

について公式を用いて面積を求める

ことができる。 

   〇 

８ 

〇これまでの学習をもと

に、台形の面積の求め方

を考える。 

◆既習の図形をもとに、台形の面積の求

め方の公式を考えている。 

◆台形の面積を求めることができる。 

 〇  

 

 

〇 

 

９ 

〇これまでの学習をもと

に、ひし形の面積の求め

方を考える。 

◆ひし形の面積の求め方の公式を理解

している。 

◆ひし形の面積を求めることができる。 

   

 

〇 

〇 

10 

練習 ◆それぞれの図形の面積を正確に求め

ることができる 

◆三角形の高さのとり方を理解してい

る。 

  〇  

 

〇 

面

積

と

比

例 

11 

〇底辺が一定で高さが変

化したり、高さが一定で

底辺が変化したりする

場合の面積の変化の様

子を調べる。 

◆三角形の高さや底辺と面積の関係を

考えている。 

 〇   

ま

と

め 

12 

〇単元のまとめに取り組

み、学習内容が定着して

いるか確かめる。 

◆面積の公式を活用して、様々な問題を

解くことができる。 

  〇  
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５ 本時の指導 

 （１）検証の視点 

  視点２（思考力・判断力・表現力等の育成） 

思考力・判断力・表現力等を育む工夫 

  ここで育む力は次の２点である。 

①平行四辺形の性質や構成要素などに目を向け、既習の図形の面積の求め方を基に平行四辺形

の面積の求め方を見いだす力。 

②平行四辺形の面積の求め方を説明する力。 

 

  〇本時における「数学的な見方・考え方」の捉え 

   本時は図形を構成する要素などに着目して、既習の求積可能な図形の面積の求め方を基に考える

ことで、次のような考えが導かれる。 

   ①図形の一部を移動して、計算による求積が可能な図形に等積変形する考え 

   ②既習の計算による可能な図形に分割する考え 

    平行四辺形の面積を求める過程で、自ら既習である三角形や長方形の求積の公式を用いて考えよ

うとすることが大切である。 

 

  〇本時の数学的活動 

   本時では、比較検討の場面で、平行四辺形の面積の求め方を説明し合う活動を取り入れる。問題

解決の過程や結果を具体物、図、数、式などを用いて表現し伝え合う活動を行っていく。 

 

  〇視点に迫るための具体的な手立て 

   そこで、本時では次の２つの手立てを講じる。 

＜自力解決で自分の考えをもたせるための工夫＞ 

 本時の自力解決の内容は、平行四辺形の面積の求め方を考え方を考えていくことである。そこで、

面積の求め方を個々で考えていく場面では、頭の中で考えるだけではなく、図形を切ったり、移動

したりして実際に操作しながら学習を進めていくようにする。その際、マス目の有無や周りの方眼

の有無を選択できるようにしていき、自分で選択しながら学習を進められるようにする。図形に対

して苦手意識のある児童には、平行四辺形の形に切ってある図形カードを選択するよう促し、既習

の形に操作しやすいようにする。一つの考え方ができた児童には、他の考え方がないか考えさせる。 

＜児童が説明し合う数学的活動の工夫＞ 

 本時の比較検討の場面で、少人数グループで説明し合う活動と学級全体で練り上げる時間を設け

ている。少人数グループで説明し合う活動は、児童全員に発表の機会を与えることと、自分の考え

を整理し、友達の考えを聞いて他の解法を知り、多様な解決方法の中からおすすめの方法を選ぶこ

とが目的である。この際、各班に素材の平行四辺形がかかれたホワイトボードを用意する。少人数

グループでの説明する活動の流れは次のようなものである。①説明者が自分の考えた作戦名を他の

児童に伝える。②周りの児童は、作戦名を聞き説明者の考えた作戦がどのような考えなのか、ホワ

イトボードを用いながら考える。③説明者は自分の考えをホワイトボードや操作に使った図形カー

ドを用いて、周りの児童に説明する。その際、「何の形に変えて面積を求めたのか」を明確にして

説明できるようにし、説明者以外の児童はそれらに気をつけて聞き、解決方法を予想できるように
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する。 

全体で考えを共有する活動は、複数の解法があることを知ることと、既習の図形の求積公式だけ

で平行四辺形の面積を求めることができたということに気付かせることが目的である。求め方が異

なっていても、使われている長さが同じことに気付かせ、「底辺」と「高さ」を色分けする。そう

することで、次時の平行四辺形の求積公式を求める学習へとスムーズにつながると考える。 

 （２）本時の目標 

   三角形の面積の求め方や等積変形を使って、平行四辺形の面積の求め方を考え、説明することが

できる。 

 （３）本時の評価基準 

  〇平行四辺形の面積の求め方を考え、説明している。               （技能） 

  

（４）展開 

過程 学習内容 指導や支援の手立て○ 評価◆ めざす子供像 

問

題

把

握 

 

５ 

〇前時までの学習を振り返る。 

 

〇本時の素材を確認する 

 次のような平行四辺形の面積を求

めよう。 

 

 

 

 

 

〇解決の見通しをもつ。 

・対角線を引くと、三角形に分けられ

る。 

・変形できそう。 

・今までの学習が使えそう。 

〇既習の図形の求め方と公式を確

認する。 

〇平行四辺形の性質に着目させる。 

・平行四辺形はどのような図形なの

か確認する。 

・数値のない平行四辺形を提示する

ことで、どこの長さが必要か、考

えさせる。 

 

 

〇変形させたり、線を引いたりする

ことで、既習の図形が見え、平行

四辺形の面積が求められそうだ

という見通しをもたせる。 

〇図形カードを配付する。 

 

 

〇性質に着目し

て、素材の図形

を見ている。 

 

 

 

 

 

〇既習を生かし

て、平行四辺形

の面積の求め

方を意欲的に

考えている。 

自

力

解

決 

 

15 

〇児童一人ひとり考えをノートに書

く。 

【ノートに書くこと】 

・作戦名 

・図にかき加える補助線 

・使った長さ 

・式 

・説明（どの形に変形したのか） 

 

 

 

 

〇線を引いたり、変形させること

で、既習の図形を想起させる。 

〇図形カードを十分に用意し、複数

の解決方法に取り組ませる。 

〇既習の公式を掲示し、必要に応じ

て参照できるようにしておく。 

〇説明や考えが書けない児童には

既習事項の掲示物を見るよう声

掛けし、自力解決ができるように

支援する。 

 

 

〇既習を生かし

て、平行四辺形

を三角形に分

割したり、長方

形に等積変形

したりして面

積を求めてい

る。 

平行四辺形の面積の求め方を考え、説明し合おう。 
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＜予想される記述例＞ 

①対角線を引いて２つの三角形に分

ける。 

２つの三角形に分けよう作戦 

 

 

 

 

 

②２つの直角三角形と１つの長方形

に分ける。 

三角形と長方形に分けよう作戦 

 

 

 

 

 

③直角三角形を移動して長方形に変

形する。 

三角形を移動させよう作戦 

 

 

 

 

 

④台形を移動して長方形に変形する。 

長方形にしよう作戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇答えだけではなく、考え方の説明

（言葉、図、式）をかく。 

・面積を求めるときに既習のどの形

に変形したのかを書かせる。 

〇素材の頂点Ａ～Ｄなどに注目し

て考えさせ、構成要素に着目させ

る。 

〇一つの考えができたら、新たな図

形カードを取り、２つ目、３つ目

の考え方ができるように声をか

対角線を引いて、２つの三角形ができま

す。三角形の面積は 8×5÷2＝20 です。

２つあるので、20×2＝40 で、平行四辺

形の面積は 40 ㎠です。 

 

 

 

 

移動 

移動 

式 8×5÷2＝20 

20×2=36 

2 6 

5 
式 2×5÷2×2＝10 

5×6=30 

10+30=40 

 

式 5×8=40 

式 5×8=40 

8 

5 

頂点からそれぞれ垂線を引いて、２つの

三角形と１つの長方形ができます。三角

形の面積は 2×5÷2×2＝10 です。長方形

の面積は 5×6=30 で求められるので、10

＋30＝40 で平行四辺形の面積は 40 ㎠で

す。 

頂点から垂線を引いて、三角形ができま

す。三角形を反対側に移動させると、長

方形になります。長方形の面積は 5×

8=40 で求められるので平行四辺形の面

積は 40 ㎠です。 

 

垂直な線を引くと台形ができます。台形

を反対側に移動させると、長方形になり

ます。長方形の面積は 5×8=40 で求めら

れるので平行四辺形の面積は 40 ㎠です。 
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ける。 

〇解決方法が複数見つかった児童

には、どの方法が一番おすすめ

か、理由とともに書かせる。 

比

較

検

討 

① 

10 

〇ノートにまとめた自分の考えを少

人数で説明し合う。 

【少人数グループで説明し合うとき

のポイント】 

・作戦名のみを伝える。 

 (周り：作戦名からどのような考え

方で解いたのかホワイトボードを

用いて話し合う。) 

・解く際に使用した図形カードを操作

しながら説明する。 

(自分の考え方と比べながら聞く。

式の数字の意味や図のどこを指し

ているかなど。） 

・わからないことは質問する。 

◆平行四辺形の面積の求め方を考

え、説明している。（技能） 

〇児童全員に発表の機会を与える

ために、少人数グループで説明し

合う機会を設ける。 

〇各班にホワイトボードを用意す

る。ホワイトボードには平行四辺

形がかかれており、補助線や長さ

を書き加えて話し合いをさせる。 

〇友達の考えを必要に応じてノー

トにメモをする。 

〇作戦名からど

のような方法

で面積を求め

たのか考える

ことができる。 

〇図を用いて、平

行四辺形の面

積の求め方を

説明すること

ができる。 

 

 

 

 

比

較

検

討

② 

10 

〇全体で自分の考えを発表し、考えを

練り上げる。 

〇提示された図を読み取り、どのよう

に考えたのか話し合う。 

＜予想される反応例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇各グループで一番おすすめの解

法をホワイトボードにかいて黒

板に貼り、説明させる。 

・何の図形に変形して求めたのかが

わかるように説明させる。 

〇求め方が違っても、どの求め方に

も共通の長さが使われているこ

とに気付かせる。 

〇「底辺」と「高さ」を色分けし、

次時の平行四辺形の公式作りに

向けて、意識付けをする。 

・色を使うことで視覚的にわかりや

すくする。 

〇既習の求積公式だけで平行四辺

形の面積を求めることができた

ことを確認し、それぞれの良さを

確認する。 

〇どの求め方に

も共通して底辺

と高さの長さが

使われているこ

とに気付く。 

移動 

移動 
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〇考え方の似ている点について話し

合う。 

・どちらも三角形や長方形に変えて考

えているね。 

・どの式も平行四辺形の下の辺や高さ

を使っているよ。 

〇自分の考えた方法で面積が 40㎠に

なるか再度確かめる。 

ま

と

め 

 

５ 

〇学習をまとめ、ふり返りをする。 

 

 

 

 

 

 

〇次時の学習内容を知る。 

・平行四辺形の公式を求める。 

〇本時でわかったことや感想をノ

ートに書いたり発表したりする。 

 

 

 

 

 

〇次時は、公式を求めていくことを

知らせる。 

〇本時の学習を

ふり返り、次の学

習への見通しを

持つことができ

る。 

平行四辺形の面積は、三角形や長方形などの形に変えれば求めることができる。 
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図形カード(実物は１cm方眼に合わせる。) 

 

【赤：周りと平行四辺形内ともにマス目あり】 

 

 

【青：周りのみマス目あり】 

  

 

【緑：平行四辺形に切ったもの】 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｄ

  Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｄ

  Ａ 


